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 Ａ小学校は、前年度まで校内研究計画に則り実践を重ねてきましたが、今年度は、研究内容に新たな内

容が加わったので、研究内容の共通理解を図った上で指導法改善に取り組むことにしました。そこで、第

１回授業研究会での協議内容を基に教師全員で授業の視点を設定したり、教師全員に採ったアンケートを

参考に授業研究会の進め方を改善したりしました。このように教師全員の意見を校内研究の内容に反映さ

せることにより、全員が主体的に取り組み、さらに校内研究が充実することを目指しました。  

 

 

 

 

 

校内研究に関する意識調査を、実践前の７月に第１回、実践後の 10月に第２回として行いました。 

第１回意識調査の中の質問項目Ⅰ－１－③「日々の教育実践に校内研究の取組を生かしていますか」

Ⅰ－２－③「自分の思いや考えを自主的に述べていますか」ということについては、どちらの質問項目

も 8.3％の教師が「どちらかといえばそう思わない」あるいは「そう思わない」と回答していることを課

題であると捉えました。  

月 ＰＤＣＡの段階 各段階の取組 

４月 
 

〇研究主題と内容及び年間計画の確認 

 ・校内研究の主題を確認するとともに、内容について共通理解を図る。 

 ・校内研究会を 19 回予定し、そのうちの７回は研究授業及び授業研究会を実施す

る。また、講師招聘を２回行う。 

５月 

↓ 

11 月 

 

〇研究授業及び授業研究会に向けた取組(ｐ) 

 ・協議の場におけるワークショップ型の選定を行い、授業研究会の進め方について

説明資料を準備する。 

〇研究授業(ｄ) 

・第１回研究授業において、本年度の授業の視点を決めるための研究主任による提

案授業を実施する。 

・２回目以降は、授業の視点に基づいた研究授業を実施する。 

〇授業研究会(ｃ) 

・授業の視点に基づいた協議を、ワークショップ型で行う。 

・教師の意見を基に、協議方法などの改善を図るための事後アンケートを行う。 

〇日々の教育実践(ａ) 

 ・協議した内容を基に、５Ｗ１Ｈを用いた実践計画に沿った実践を行う。 

 

12 月 

↓ 

２月 

 
〇今年度の校内研究の取組の振り返りと改善点についての協議 

〇まとめの作成 

３月  〇次年度に向けた校内研究推進計画の作成 

校内研究の年間計画 

意識調査 

※ｐｄｃａを繰り返す。 

２ 研究の実際 

実践① 教師全員の意見を基にした研究推進を目指した授業研究会〔Ａ小学校における実践〕 

 

 





 話合い③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・説明資料を用いて、ワールドカフェ

の移動について確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

        (20 分) ※ワールドカフェにおいては、１回のグループ協議を 

｢ラウンド｣と呼びます。 

・低学年担当(６人)、中学年担当(６人)、高学年担当(６人)の３グループに

分かれ、各グループに拡大指導案を準備した。 

・拡大指導案を用いて、授業の視点に沿った手 

立ての成果と課題を確認した。 

・確認した成果と課題を基に改善を図った。 

 

 

 

 

         (10 分) 

・各グループともホストの２人を残し、あとの４人は２人組で他の２つのグ

ループに移動した。 

・６人そろったら、ホストは、自分たちのグループで話し合ったことを説明

した。 

・拡大指導案を基に、ラウンド①で話題になったことに基づいた意見を述べ、

グループで協議を進めていった。 

 

 

 

 

  

                     

     

ラウンド②の様子 

 

ラウンド① 

ラウンド② 

         (10 分) 

 

・ホストの２人は移動せず、あとの４人は他のグループに移動し、ラウンド

②で話題になったことを基に意見を述べ、グループ協議を進めていった。 

ラウンド③ 

 

 

ワールドカフェを用いると、

グループのメンバーが変わる

ので、自分のグループでは出

なかった意見が聞けます。 

 

 

ワールドカフェの移動について

の説明資料 

少人数だと疑問に思っている

ことが言いやすくなります。 
ラウンド①の様子 

参観授業の教室をそのまま

授業研究会に使ったので、掲

示された資料を見ながら話

合いができます。 

ラウンド③の様子 

研究主任「授業研究会のまとめの

時間を確保するため、グループ協

議の時間やシェアする時間を厳守

してください。」 



 

 

 

 

 

 

７ 実践の確認 
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・前回の授業研究会で作成した５Ｗ１Ｈを用いた実践計画を、各自で見直し修正

した。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究会で得たこと 
・話合いの進め方をマニュアル化した「〇〇タイム」を取り入れ
たら、無理なくグループの話合いが進められる。 
話合い活動を充実させるために iPad の活用をする。 

Ｗｈｏ？ 
・各グループに 
児童一人一人に 

Ｗｈａｔ？ 
・「〇〇タイム」を 
話合いの際の資料として 

Ｗｈｅｎ？ 
・個人で考えた後のグループ活動で 
各授業の内容に応じて 

Ｗｈｅｒｅ？ 
・生活科・総合的な学習の時間や 国語の授業において 
グループでの話合い活動のとき 

Ｗｈｙ？ ・話合いのやり方を習得充実させるために 

Ｈｏｗ？ 

・児童に役割分担をさせ、話合いの進め方のマニュアルを使いな
がら集団思考させる。 
iPad を見せながら自分の考えを説明したり、友達の考えを受け
止めたりする資料として活用する。 

          (10 分) 

 

・最初のグループに戻り、移動したグループで出た意見を共有し、協議を深

めた。 

・グループ別に出された意見を発表した。 

 

 

 

 

 

 

最終ラウンド 

５Ｗ１Ｈを用いた実践計画を説明する際のモデル 

（前回の研究会で記入したものに赤字で修正をしている） 

研究主任「今日の協議で確認

したことを基に，前回立てた

実践計画を、各自で見直して

ください。」 

実践計画の見直し 

前回の研究会で立てた実践計画に今回修正を加えたもの 



８ 事後アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 閉会 

 

５ ・授業研究会の進め方についてのアンケートを教師全員に行い、その結果やアン

ケートに記された意見を基に改善を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

授業研究会後に、教師全員が

５Ｗ１Ｈを用いた実践計画の裏

側に実践シートを貼り、次の研

究会までの期間、実践計画に沿

った実践を行い、記録しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実践シートの例 

 

 

 

 

 

 

事後の取組 

研究主任「ワークショ

ップ型を用いて意見を

出し合う協議について

の感想を書いてくださ

い。」 

   事後アンケートの記入 

      実践シートの例 

 実践したものに

ついては、○OKを記

入しています。 

   事後アンケート用紙 



 

 

実践後の第２回意識調査の結果は、以下のようになりました。 

アⅠ－１－③「日々の教育実践に、校内研究の取組を生かしていますか」について 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－１－③「日々の教育実践に、校内研究の取組を生かしていますか」において、「そう思う」「どちら

かといえばそう思う」と回答した教師の割合は、第１回 91.7％、第２回 100％となり、肯定的な回答が、

8.3 ポイント増加しました。日々の教育実践に生かしたこととして具体的に記述されていた内容は、以下

のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

イⅠ－２－③「自分の思いや考えを自主的に述べていますか」について 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－２－③「自分の思いや考えを自主的に述べていますか」において、「そう思う」「どちらかといえば

そう思う」と回答した教師の割合は、第１回 91.7％、第２回 100％となり、肯定的な回答が、8.3 ポイン

ト増加しました。自分の思いや考えを自主的に述べることに関連して記述されていた内容は、以下のとお

りです。 

 

 

 

 

 

以上の結果から、協議で出された内容を基に、教師が自分で目標を立て、点検、振り返りをするなど

の具体的な手立てを取り、日々の教育実践に積極的に生かそうとしていることがうかがえます。また、

ワークショップ型の研究会を実施したことにより、話しやすい雰囲気となり、自主的に自分の思いや意

見を述べることにつながったと思われます。今後は、授業研究会で立てた実践計画を有効に活用するた

めに、その実践を教師同士で伝え合うような場を設定することが大切であると考えます。 
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・ 自分で目標などを立て、点検、振り返りをする。 

・ ５Ｗ１Ｈの実践計画表を活用する。 

 

・ 話しやすい雰囲気だった。 

・ 少人数で意見が言いやすく活発に論議できた。 

 


